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歳出内訳用語説明歳出内訳用語説明
①議会費＝議員報酬、議会運営
②総務費＝まちづくりや財産管理、一般事務費 な ど
③民生費＝子育て支援、保育所運営、高齢者・障 が い
　　　　　者福祉、アイヌ施策
④衛生費＝健康増進対策、母子保健、有害鳥獣捕 獲 、
　　　　　ゴミ・し尿処理、水道施設関係
⑤農林水産業費＝農業・林業・畜産業の振興対策
⑥商工費＝商工業の活性化、観光事業の促進
⑦土木費＝道路、河川、町営住宅などの整備・管 理
⑧消防費＝消防・救急活動など
⑨教育費＝小中学校の整備、文化・スポーツの 振 興
⑩公債費＝国や金融機関からの借入の返済
⑪諸支出金＝基金の積立てなど

歳入内訳用語説明歳入内訳用語説明
◆自主財源とは

町税や使用料など、町が自主的に集められるお金
①町税＝住民税や固定資産税などの税金
②使用料および手数料
　＝施設使用料や証明等交付手数料など
③寄附金＝ふるさと納税寄附金など
④繰入金＝基金（町の貯金）の取り崩しなど
⑤その他＝財産収入、分担金および負担金など
◆依存財源とは

国や道から交付されるお金や町債
① 地 方 交 付 税 ＝ 一 定 の 行 政 サ ー ビ ス が 行 え る よ う
　　　　　　　 国からの交付金
② 国 庫・道 支 出 金 ＝ 定 め ら れ た 事 業 に 対 す る 国 や
　　　　　　　　　道からの補助金
③町債＝町が行う事業に対して借入するお金

項 　 目 予 算 額 構 成 比

人 件 費 1 3 億 4 , 1 1 2 万 円 1 8 . 0 %

物 件 費 1 0 億 1 , 9 9 7 万 円 1 3 . 7 %

維 持 補 修 費 8 , 8 2 5 万 円 1 . 2 %

扶 助 費 5 億 2 , 1 9 8 万 円 7 . 0 %

補 助 費 等 6 億 2 , 0 6 5 万 円 8 . 3 %

普 通 建 設 事 業 費 1 9 億 4 , 3 7 1 万 円 2 6 . 1 %

公 債 費 9 億 2 , 2 7 4 万 円 1 2 . 4 %

積 立 金 1 億 5 , 6 5 0 万 円 2 . 1 %

繰 出 金 7 億 7 , 8 5 6 万 円 1 0 . 4 %

そ の 他（ 貸 付 金 ・予 備 費 ） 5 , 9 5 2 万 円 0 . 8 %

合 　 計 7 4 億 5 , 3 0 0 万 円 1 0 0 . 0 %

 一般会計の性質別歳出

項 　 目 予 算 額 前 年 増 減

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 7 億 2 , 9 4 0 万 円 △ 1 , 2 4 0 万 円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 1 億 2 , 2 2 0 万 円 2 , 1 3 0 万 円

介 護 保 険 特 別 会 計 5 億 7 , 5 0 0 万 円 1 , 5 3 0 万 円

国 民 健 康 保 険 病 院
特 別 会 計 1 0 億 8 , 5 0 0 万 円 1 , 4 5 0 万 円

簡 易 水 道 事 業 会 計 4 億 6 , 9 2 5 万 円 4 2 4 万 円

合 　 計 2 9 億 8 , 0 8 5 万 円 4 , 2 9 4 万 円

 特別会計・企業会計

◇アイヌ政策推進交付金事業　　３億９，５９９万円
　◎国際先住民族フォーラム開催事業　3,000 万円　◎アイヌ語復興事業　820 万円
◇デジタル化推進事業　　１億１，１２２万円　 ◎公式LINE 構築事業　550 万円
◇平取高校魅力化プロジェクト事業　　５，５２５万円
◇地域移住・ 定住支援事業　　　　　　１，２７０万円
◇住まいのゼロカーボン化推進事業　　　  ３４９万円
◇障がい者自立支援事業・高齢者等事業　　２億１，７４２万円
　 ◎腎臓機能障がい者通院交通費補助　460 万円　 ◎高齢者等補聴器購入事業　100 万円
◇ 森林環境譲与税活用事業　　   ５，１６２万円　 ◎荒廃森林整備事業　　　　200 万円
◇商工業支援・ 振興対策事業　　２，５９９万円　 ◎事業承継支援補助事業　　130 万円
◇児童・生 徒教育用パソコン整備事業　　２，７４３万円
◇全小中学校教室用エアコン設置事業　  ２，２１８万円

 新年度の主な事業

　 令 和 ７ 年 度 の 当 初 予 算 が、３ 月 の 町 議 会 定 例 会 に お い て 議 決 さ れ、一 般 会 計 予 算 は、歳
入・歳 出 そ れ ぞ れ ７ ４ 億 ５ ，３ ０ ０ 万 円 と な り、前 年 度 よ り ７ 億 ４，５ ０ ０ 万 円 増 加 し ま し
た 。特 別 会 計 で も ４，２ ９ ４ 万 円 増 え、予 算 総 額 で は 前 年 を 上 回 る 予 算 規 模 と な り ま し た
が 、第 ６ 次 平 取 町 総 合 計 画 実 施 計 画 お よ び 財 政 推 計、令 和 ７ 年 度 町 政 執 行 方 針 に 基 づ き 編
成 されました。
　 物 価 高 騰 な ど 急 激 に 変 化 す る 社 会 情 勢 の な か 益 々 厳 し い 現 状 に あ り ま す が、健 全 な 財 政
運 営とともに、持続可能な行財政の構築に努めていきます。
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区 分 決 算 額

 議会費 ４，２４９万円

 総務費 １９億７，４３２万円

 民生費 １２億８，９９０万円

 衛生費 ３億６，１００万円

 農林水産業費 ４億０，９４４万円

 商工費 ５億４，４２０万円

 土木費 ４億３，００１万円

 消防費 ２億８，４７０万円

 教育費 ５億６，３３８万円

 災害復旧費 ５４万円

 公債費 ９億２，２７４万円

 諸支出金 ６億２，５２８万円

 予備費 ５００万円

区 分 決 算 額

自

主

財

源

 町税 ４億７, ６１４万円

 使用料及び手数料 １億３, ３９２万円

 寄附金 ３億０, ０１０万円

 繰入金 ５億５, ５２０万円

 その他 ３億５, ６００万円

 財産収入 ６，３５８万円

 繰越金 ３, ０００万円

 諸収入 ２億６, ２４２万円

依

存

財

源

 地方交付税 ３６億０, ０００万円

 国庫・道支出金 １２億３，１６２万円

 町債 ５億３，７７０万円

 各種交付金等 ２億６，２３２万円

歳出の内訳歳入の内訳

歳出
74 億

5,300 万円

歳入
74 億

5,300 万円

令和７年度 一般会計
７４億５，３００万円

※令和６年度予算（当初）67 億800 万円

令和７年度 平取町の予算
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びらとり少子化を考える会
　（びらとり少子化対策プロジェクト）
　　　　　　　　　　代表　戸城　由佳

人 口 流 出 や 平 取 高 校 の 入 学 者 数 減 少 か ら、
幼・小・中・高 を 平 取 町 で 完 結 で き る こ と
が 移 住 促 進 に 望 ま し い 環 境 と 考 え、住 民 目
線 で の 座 談 会 の 開 催、行 政 と の 懇 談、少 子
化 対 策 や 教 育 移 住 の 先 進 地 視 察 を 行 い ま
した。（鹿追町瓜幕の山村留学視察など）

振内ハーモニーサークル
　（エブリデイイングリッシュ実践）
　　　　　　　　　　代表　熊谷　厚子

平 取 町 も 農 業 の み な ら ず、医 療 や 介 護 の 現
場 で も 外 国 人 が 働 い て い ま す。英 語 を 話 せ
る こ と で お も て な し の 幅 が 広 が る よ う に

「 話 す 英 語 」、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 特 化 し
た 日 常 英 会 話 実 践 コ ー ス を18 回 開 催 し ま
した。（参加者で「S ukiyak i  S ong」を合唱）

平取高校魅力化し隊
　（平取高校魅力化プロジェクト）
　　　　　　　　　　代表　和田　理一

平 取 高 校 の 生 徒 が 地 域 と 連 携 し て、自 ら の
学 校 の 魅 力 を 地 域 内 外 に 発 信 で き る 機 会
を 提 供 す る こ と で、生 徒 が 主 体 的 に 活 動 し
情 報 発 信 力 の 向 上 に 繋 が る 事 業 を 展 開 し
ま し た。（ 平 取 高 校 Ｐ Ｒ ポ ス タ ー 作 成、平 取
高校花火大会プロジェクトなど）

ママcafé@ 平取
　（ママを笑顔にプロジェクト）
　　　　　　　　　　代表　石黒　弘美

「 頑 張 る マ マ を 笑 顔 に す る 居 場 所 作 り 」と
し て、子 育 て 中 の 親 が 孤 立 せ ず、親 同 士 や
地 域 住 民 と の 交 流 の 場「 マ マcafe」を 開 設
し 、講 座 や イ ベ ン ト を 通 し て 安 心 し て 育 児
ができる環境作りに取り組みました。

（昔懐かしい七夕まつり、おさがり会など）

　「 び ら と り 協 働 の ま ち づ く り 事 業 」は、平 取 町 自 治 基 本 条 例 の 基 本 理 念 で あ る 協 働 の ま ち
づ く り を 進 め る 取 り 組 み の ひ と つ で、公 共 的 な 課 題 の 解 決 や 地 域 の 活 性 化 等 を 図 る た め、地
域 の 多 様 な 活 動 団 体 や 民 間 事 業 者、学 生 等 の 企 画・提 案 を 受 け、町 か ら の 補 助 金 に よ り 提 案
団体が具体的に実施する事業で、令和３年度からスタートしています。
　令和６年度は、４団 体からの企画提案が実施され、３月25 日㈫に報告会を行いました。
　◆ 報告団体 ◆　　（継続 ２年目）　ママcafé@ 平取・平取高校魅力化し隊
　　　　　　　　　  （新規）　振内ハーモニーサークル・びらとり少子化を考える会

 令和６年度 びらとり協働の
　　　　　　　　　まちづくり事業　実績報告会
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年 度 入 所 児 童 数
平 成 1 0 年 度 2 2 人
平 成 2 0 年 度 1 3 人
平 成 3 0 年 度 3 0 人
令 和 ２ 年 度 1 9 人
令 和 ４ 年 度 6 人
令 和 ６ 年 度 4 人

入所児童数の推移（各年４月１日現在）
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年
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紫
雲
古
津
へ
き
地
保
育
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閉
所

　　　　～紫雲古津へき地保育所の歩み～

昭和24 年 地域の寄附金により紫雲古津公民館 完成
昭和25 年５月 紫雲古津公民館で無許可保育所 開設
昭 和 2 6 年 ４ 月 農 協 婦 人 部 に よ る 経 営 で 町 内 2 番 目 の 常

設保育所として許可（定員50 名）
昭和45 年３月 開設20 周年記念式典
昭和62 年４月 町立紫雲古津季節保育所へ移行（定員40 名）
平成７年４月 町立紫雲古津へき地保育所へ移行（定員30 名）
平成８年６月〜12 月  園舎新築工事着工・竣工
平成９月２月 紫雲古津へき地保育所落成記念式典・祝賀会
平成９年３月 旧園舎解体
令和７年３月 閉所
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北 海 道 行 政 書 士 会 日 高 支 部
  新 ひ だ か 町 静 内 木 場 町 2 - 3 - 2 6

　  菊 地 淳 史 事 務 所 内

　 T E L  0 1 4 6 - 4 2 - 3 8 0 6

　 h t t p : / / w w w . h i - g y o s e i . j p / w p /

氏　　名 住　　所 電話番号

泉澤　敏裕  本町 178-11  01457-2-2957

中本　淳  荷菜 40-6 ㈱小林組内 090-7511-8743

遺言・相続、契約書等作成、会計記帳、会社設立、営業許可、車庫証明、

農地法・建設業に関する各種申請など悩んでいないで、まず相談を。

あなたの町の行政書士にお任せください。

　 行 政 書 士 は 「 町 民 の 暮 ら し や 仕 事 」と 「 行 政 」の パ イ プ 役

　 ４ 月 ２ 日 ㈬、子 ど も の 登 下 校 や 外 出 す る 際 に 危
険 を 回 避 で き る よ う、平 取 町 自 治 振 興 会 坂 下  晋 章  
副 会 長 か ら 新 一 年 生 に「 防 犯 ブ ザ ー」が 贈 ら れ 、松
田教育長へと手渡されました。
　 入 学 式 の 日 に 各 小 学 校 の 新 入 学 児 童2 1 名 に 贈 ら
れました。

 「子どもたちの安全を願って」
　　　　　　　　　　防犯ブザー贈呈

　 日 高 西 部 消 防 組 合 平 取 消 防 団 貫 気 別 分 団 副 分 団
長の宮入 司 氏（貫気別）と日高西部消防組合平取消
防 署 消 防 司 令 補 の 冨 士 元 昭 彦 氏（ 本 町 ）が「 令 和
６ 年 度 消 防 功 労 者 消 防 庁 長 官 表 彰 永 年 勤 続 功 労 章 」
を 受 章 さ れ、３ 月2 8 日 ㈮ に 日 高 西 部 消 防 組 合 副 管 理
者 遠藤町長より功労章と章記が伝達されました。
　 宮 入 氏は、昭 和6 0 年 拝 命 以 来、3 9 年 の 永 き に わ た
り、日 夜 火 災 予 防 や 防 火 思 想 の 普 及 に 寄 与 さ れ た 功
績が讃えられ、今回の受章となりました。
　 冨 士 元 氏は、昭 和6 1 年 拝 命 以 来、3 8 年 の 永 き に わ
た り、消 防 行 政 に 邁 進 し、地 域 防 災 に 尽 力 さ れ た 功 績
が讃えられ、今回の受章となりました。

 消防庁長官表彰 永年勤続功労章 受賞

安田　晋也 さん

　　　 香　さん

金子　賢士 さん

　 　悠里子 さん

　 平 取 町 内 で 就 農 し、夫 婦 で 自 立 経 営 を 目 指 す、令
和 ７ 年 度 新 規 参 入 農 業 研 修 生 に 決 定 し た 金 子 さ ん

（ 札 幌 市 ）、安 田 さ ん （ 平 取 町 ）が、４ 月 １ 日 ㈫、役 場
を訪 れ、遠 藤町長に挨拶しました。
　 金 子 さ ん か ら は、「 先 輩 方 の 知 恵 と 経 験 を 借 り な
が ら、様 々 な 変 化 に 柔 軟 に 対 応 で き る 力 を 付 け、平
取ト マトのブランドに貢献したい」、安田さんは「先
輩 方 に ア ド バ イ ス を い た だ き な が ら、温 故 知 新 で 基
礎 を 大 切 に、時 に は 新 し い こ と に も チ ャ レ ン ジ し た
い」と 、そ れぞれ今後の抱負、目標を話されました。
　 な お、受 入 農 家 は 、金 子 さ ん は 渡 邉  邦 衡 さ ん（ 振
内 町 ）、安 田 さ ん は 武 田 浩 則 さ ん（ 去 場 ）で、そ れ ぞ
れの 指導のもと、２年間の研修をスタートします。

トマト農家になろう！〜新規参入農業研修生〜

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば
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令和６年10 月２日

欧州連合（EU）

政治参事官一行視察

令和６年９月17 日

ウェ ール ズ国 際文化 庁

（イギリス）視察

令和６年９月12 日

オーストラリア国立大学法科大学院

アスミ・ウッド教授（右側）視察

令和6 年度のアイヌ文化に関する
海外からの主な視察

　 平 取 町 は、生 活 に 根 差 し た ア イ ヌ 文 化 が 現 代 ま で 継
承 さ れ て い る 数 少 な い 地 域 と し て 知 ら れ 、古 く か ら 研
究 者 が 現 地 を 訪 れ、現 在 も 国 内 外 の 大 学 や 研 究 機 関 等
か ら 専 門 家 や 学 生 等 が 数 多 く 来 町 し て い ま す。ま た 、近
年 は ア イ ヌ 文 化 に 対 す る 関 心 の 高 ま り か ら、国 内 お よ
び 海 外 か ら 一 般 の 観 光 客 を 含 め、ア イ ヌ 文 化 を 学 び に
来る方々が増えてきています。
　 し か し、町 内 の 宿 泊 施 設 が 少 な い こ と に よ る 事 業 規
模 や 内 容 の 縮 小 、滞 在 ・交 流 時 間 の 短 さ が 地 域 と し て
の 課 題 と な っ て い る こ と か ら 、今 回 、ア イ ヌ 政 策 推 進 交
付金事業として認められ、本施設の整備に至りました。
　 ６ 月 上 旬 に オ ー プ ン を 予 定 し て い ま す が、町 民 の 皆
様 に も 見 学 し て い た だ け る よ う 準 備 を 進 め て い ま す の
で、あらためてお知らせします。

　 令 和6 年 度 の ア イ ヌ 政 策 推 進 交 付 金 事 業 の ひ と つ で、二 風 谷 移 住 定 住 分 譲 宅 地「 レラの 里 」
に 隣 接 し て 整 備 さ れ た 多 目 的 機 能 型 施 設 の 愛 称 を ２ 月 1 4 日 ㈮ か ら ３ 月 ７ 日 ㈮ ま で 募 集 し た
ところ、町内外から49 点の応募がありました。
　審査の結果、木村 弘美 さん（平取町）から応募された「Ranko（ランコ）」に決定しました。
　 選 考 理 由 は 、Ranko（ ラ ン コ ）と は 、ア イ ヌ 語 で 桂 （ か つ ら ）の 木 を 意 味 し て い ま す。平 取 町
の 指 定 の 木 が「 桂 」と い う こ と も あ り ま す が、こ の 施 設 が 桂 の 木 の よ う に 大 き く 育 っ て い っ て
ほしいという願いを込めて決定しました。

　 平取町多目的機能型施設　 平取町多目的機能型施設

　　愛称愛称「Ranko「Ranko（ランコ）（ランコ）」」に決定 !!に決定 !!
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ふるさと応援係を新設しました！ふるさと応援係を新設しました！
　　「ふるさと納税」は、出身地やお世話になった地域、応援したい地域に寄附をすることで、その地域「ふるさと納税」は、出身地やお世話になった地域、応援したい地域に寄附をすることで、その地域

（自治体）の活性化のための財源として活用されています。寄附をされた方は、その使い道を希望する（自治体）の活性化のための財源として活用されています。寄附をされた方は、その使い道を希望する
ことができ、様々な事業を進めたい自治体では、貴重な財源のひとつです。ことができ、様々な事業を進めたい自治体では、貴重な財源のひとつです。
　平取町でもトマトジュースをはじめとする特産品や観光資源を活用した返礼品を用意していますが、　平取町でもトマトジュースをはじめとする特産品や観光資源を活用した返礼品を用意していますが、
今年度からはもっと平取町を知ってもらうとともに、より魅力的な返礼品の開発を進めながら、さら今年度からはもっと平取町を知ってもらうとともに、より魅力的な返礼品の開発を進めながら、さら
に全国各地から応援をいただくことを目指し、これまで「観光係」が担っていたふるさと納税・特産に全国各地から応援をいただくことを目指し、これまで「観光係」が担っていたふるさと納税・特産
品ＰＲ等の業務を「ふるさと応援係」として専任でパワーアップし、ご寄附を有効に活用していきます。品ＰＲ等の業務を「ふるさと応援係」として専任でパワーアップし、ご寄附を有効に活用していきます。

国民健康保険病院 リハビリ室

渡 辺　剛 琉（理学療法士）

保健福祉課 保健推進係

小 澤　 澪（歯科衛生士） 

生涯学習課 学校教育係

深 堀　祥 生

出納室 出納係

松 下　もみじ

生涯学習課 社会体育係

船 越　 塁

生涯学習課 アイヌ文化学習係

小 杉　恒 太

令和 7 年度　平取町新規採用職員令和 7 年度　平取町新規採用職員

　アイヌ文化の振興、移住定住の推進、平取高校の入学者増など、事業の拡充や新規事業に伴い
地域おこし協力隊を増員して、さらに円滑な運営を進めていきます。

　（左から）
　平取高校学生寮ハウスマスター

　　権
ごんだいら

平 まゆ さん　　飯塚 紗綾 さん　亀井 治信 さん

（左から）
アイヌ文化伝承支援員　　岸　愛華  さん

　　　 　 W
う ぉ ん

ONG H
ほ

o Y
い ん

in  （黄　浩然）さん

空き家コーディネーター　朱
し ゅ だ

田 年秀 さん

新たに着任された地域おこし協力隊の皆さん新たに着任された地域おこし協力隊の皆さん
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【 後 列 左 か ら】　 　 　 　 　 　 　 福 岡 　 鈴 音  養 護 教 諭 　 　 　 　 　 葉 原 　 祥  教 諭

  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 振 内 中 ）　 　 　 　 　 　 　  　 　  （ 平 取 中 ）

【 前 列 左 か ら】

　 　 　 　  吉 田  の ぞ み  教 諭 　 松 原 陽 祐  事 務 職 員 　 松 田 教 育 長 　 佐 藤 直 記  教 諭 　 田 中 啓 豊  教 諭

　 　 　 　 　（ 二 風 谷 小 ）　 　 　 　（ 平 取 中 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 平 取 小 ）　 　  （ 紫 雲 古 津 小 ）

（ 前 ペ ー ジ に 続 き 教 職 員 辞 令 交 付 式 ）

　　交通安全！児童のかけがえのない命を

　　　　　　　　　　　　　　地域全体で交通事故から守りましょう！

一 人 ひ と り が 交 通 ル ー ル を 守 り、相 手 に 対 す る「 思 い や り・ゆ ず り 合 い 」の 気 持 ち を も っ て

交通マナーを実践し、地域ぐるみで交通事故を防いでいきましょう。

　新年度が始まりました。４月を緊張で迎えた児童生徒の皆さんにも
疲れが出てくる頃かと思います。
　慣れない環境から、体調を崩しやすい季節です。感染症だけではなく
うがい、手 洗いなど、基本的な予防策をしっかり身に付けられるよう、
ご家庭でも声かけをお願いします。
　 新 し い 生 活 の 中 で、小 学 校 低 学 年 や 保 育 園 児 に と っ て は、家 庭 で の 支 援 が 大 切 で す。学 校
が あ る 日 と 同 じ よ う に、土 曜 も 日 曜 も 規 則 正 し い 生 活 を 送 る こ と が 一 番 で す。「 早 寝・早 起
き・朝 ごはん」を大切にしていきましょう。
　「 地 域 で 子 ど も を 育 て る 」と い う 意 識 が、子 ど も の 心 理 的 安 全 性 を 高 め る こ と に つ な が り
ま す 。春 先 は 、ゴ ー ル デ ン ウ イ ー ク が 近 く な る に つ れ、交 通 量 が 増 し、車 や 自 転 車 の 事 故 が
心 配 な 季 節 と な り ま す。特 に 自 転 車 の 乗 り 方 に は 留 意 し、ヘ ル メ ッ ト を 着 用 す る な ど、ご 家
庭での対応をよろしくお願いします。

　■◆ 何か困ったことがあれば、まずは学校に相談を！
　　　一人で悩まず、関係機関と連携し対応することも大切です！ ◆■

 令 和７ 年 度 スタ ート
　 　 ど きど き わ くわ くの 新１年 生

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
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【 後 列 左 か ら】　 　 　 　 　 　 森 　 渓 人  教 諭 　 　 　 遠 藤 　 佑  教 諭 　 　 藪 中 　 香  養 護 教 諭

  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （ 振 内 中 ）　 　 　 　 　  （ 振 内 中 ）　 　 　 　  （ 紫 雲 古 津 小 ）

【 前 列 左 か ら】

　 　 　 　 　 遠 山  寛 人  教 諭 　 清 水  英 紀  教 諭 　 松 田 教 育 長 　 大 出 　 亘  教 諭 　  石 川  幹 太  教 諭

　 　 　 　 　 　（ 二 風 谷 小 ）　 　 　（ 平 取 中 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ 平 取 中 ）　 　 　 　（ 平 取 中 ）

【 後 列 左 か ら 】

　 　 　 　 　 伊 藤 　 孝  教 頭 　 吉 田  邦 博  教 頭 　 永 田  純 也  教 頭 　 石 井  綾 子  教 諭 　 高 橋  七 美  教 諭

　 　 　 　 　 　（ 貫 気 別 小 ） 　 　（ 振 内 小 ）　 　 　  （ 振 内 中 ）　 　 　  （ 紫 雲 古 津 小 ）　 　（ 平 取 小 ）

【 前 列 左 か ら 】

　 　 　 　 　 遠 藤  久 仁  教 頭   髙 橋  理 進  校 長 　 松 田 教 育 長 　  後 藤  祐 美 子  校 長 　 矢 口 　 学  校 長

　 　 　 　 　 　（ 平 取 小 ）　 　 　 　（ 平 取 中 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ 紫 雲 古 津 小 ）　 　 　（ 振 内 中 ）

　 ４ 月 ４ 日 ㈮、令 和 ７ 年 度 平 取 町 教 職 員 辞 令 交 付 式 が 行 わ れ、新 た に 異 動 の あ っ た22 名 に
対 し て 、教 育 長 か ら 辞 令 が 交 付 さ れ ま し た 。交 付 式 に あ た り 、教 育 長 か ら「 児 童 生 徒 に 学 ぶ
力 を 身 に 付 け さ せ る た め 、テ ス ト の 数 値 の み に と ら わ れ ず、協 働 す る 力、挑 戦 し 失 敗 か ら 学
ぶ 力 等、社 会 に 出 た と き に 生 き る 力 が 向 上 す る よ う に、教 職 員 で 力 を 合 わ せ て 取 り 組 ん で ほ
しい。」と激励の言葉が贈られました。

令 和７年 度 平 取 町 教 職 員 辞 令 交 付 式
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すこやかだよりすこやかだより
保健福祉課からのお知らせ保健福祉課からのお知らせ

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
保
健
福
祉
課 

保
健
推
進
係

   

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
）

　
　
　
　
　
☎
４
‐
６
１
１
２

　
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
と
は
、

世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が

制
定
し
た
禁
煙
を
推
進
す
る
た

め
の
記
念
日
で
す
。
さ
ら
に
厚

生
労
働
省
は
、
５
月
31
日
か
ら

始
ま
る
一
週
間
を
「
禁
煙
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
は
禁
煙
に
踏
み
切
れ

な
い
方
も
、「
５
月
31
日
」
は

世
界
中
の
人
と
一
緒
に
禁
煙
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

１
人
で
は
禁
煙
に

　 

踏
み
切
れ
な
い
方
へ

　
５
月
31
日
は

　 

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

Ｑ
．
外
で
吸
っ
て
い
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

問
題
な
い
？

Ａ
．
喫
煙
後
45
分
間
は
口
か
ら

有
害
物
質
が
出
続
け
る
と
い
う

研
究
結
果
（
大
和 

浩 

産
業
医

科
大
学
教
授
）
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
髪
や
衣
類
に
も
た
ば

こ
の
有
害
物
質
が
付
着
す
る
た

め
、
外
で
吸
っ
た
と
し
て
も
、

周
り
の
人
へ
の
健
康
被
害
が
全

く
無
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

「
受
動
喫
煙
」
だ
け
じ
ゃ
な
い

　
「
三
次
喫
煙
」
と
は
何
か

　

ま
ず
、
喫
煙
者
が
自
分
で
た

ば
こ
の
煙
を
吸
う
こ
と
を
「
一

次
喫
煙
」
と
呼
び
、
本
人
は
喫

煙
し
な
く
て
も
身
の
回
り
の
た

ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
を
「
受
動
喫
煙｣

と
呼

び
ま
す
。
さ
ら
に
、
喫
煙
者
も

煙
も
そ
の
場
に
は
な
い
状
態
で

も
、
た
ば
こ
由
来
の
ニ
コ
チ
ン

や
化
学
物
質
が
、
喫
煙
者
の
毛

髪
や
衣
類
、
部
屋
や
自
動
車
の

ソ
フ
ァ
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
カ
ー

テ
ン
な
ど
の
表
面
に
付
着
し
て

残
留
し
、
そ
れ
を
吸
い
込
ん
で

し
ま
う
こ
と
を
「
三
次
喫
煙
」

と
い
い
ま
す
。

　
「
三
次
喫
煙
」
は
新
し
い
概

念
で
あ
る
た
め
、
健
康
影
響
に

つ
い
て
も
未
知
数
で
す
。

　

し
か
し
、
部
屋
で
過
ご
す
時

間
が
長
い
乳
幼
児
等
で
は
「
三

次
喫
煙
」
に
よ
る
健
康
被
害
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ま
死
に
至
る
原
因
の
わ
か
ら

な
い
病
気
（
乳
幼
児
突
然
死
症

候
群
：
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
の
要
因
と

な
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
子
ど
も
へ
の
影
響
と

し
て
、
喘
息
等
の
呼
吸
器
疾
患

や
中
耳
炎
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
や

　
　  
子
ど
も
へ
の
影
響

　

妊
婦
さ
ん
が
た
ば
こ
の
煙
を

吸
い
込
む
こ
と
で
お
腹
の
赤

ち
ゃ
ん
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
た
ば
こ
の
煙
は
、
お
腹

の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
低
酸
素
状

態
を
引
き
起
こ
し
、
低
出
生
体

重
児
や
早
産
の
リ
ス
ク
を
高
め

ま
す
。
他
に
も
健
康
な
乳
幼
児

が
何
の
予
兆
や
既
往
歴
も
な
い

様
々
な
疾
患
を

　
　
　 

引
き
起
こ
す
！

　

様
々
な
研
究
か
ら
、
受
動
喫

煙
に
よ
っ
て
肺
が
ん
や
虚
血
性

心
疾
患
・
脳
卒
中
等
の
循
環
器

の
病
気
、
呼
吸
器
の
病
気
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
は
喫
煙
者
本
人
だ
け

で
な
く
、
周
り
の
人
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

大
切
な
人
の
命
を

　
　
　
　
削
る
た
ば
こ

～
家
族
や
周
り
の
人
へ
の
影
響
～

　

本
人
は
喫
煙
し
な
く
て
も
身

の
回
り
の
た
ば
こ
の
有
害
物
質

を
含
ん
だ
煙
を
吸
わ
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
を
「
受
動
喫
煙
」
と

言
い
ま
す
。
喫
煙
者
の
方
も
、

そ
う
で
な
い
方
も
、
一
度
は
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
言
葉
で

し
ょ
う
。

　

２
０
２
０
年
４
月
に
は
、
健

康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
、
望
ま
な
い

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
、

様
々
な
施
設
が
屋
内
原
則
禁
煙

と
な
り
ま
し
た
。
近
年
、
喫
煙

で
き
る
場
所
は
減
少
し
、
喫
煙

者
の
方
々
は
肩
身
の
狭
い
思
い
を

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
改
め
て
「
受
動
喫

煙
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

く
だ
さ
い
。

　

す
こ
や
か
だ
よ
り
で
は
毎
月

健
康
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
テ
ー
マ
は
「
受
動
喫

煙
」
で
す

大
切
な
人
を
守
る

　
～
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
ご
う
～
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　役場関係
　電話番号

平取町役場      
総務課 （代表）  
まちづくり課 
アイヌ施策推進課

観光商工課
産業課              
農業委員会・土地改良区

税務課              
出納室              
建設水道課       
議会事務局       
                          
ふれあいセンターびらとり
                                                   
町民課

保健福祉課
保健推進係・子育て支援係
                           
介護支援係・介護保険係
                                         
児童館                
子ども発達支援センター
                          
地域包括支援センター

「ほほえみ」         

平取町教育委員会
生涯学習課

中央公民館        
町民体育館         
二風谷アイヌ文化博物館

                  
沙流川歴史館     
図書館                

役場振内支所   

役場貫気別支所

平取町国民健康保険病院
　                            
平取町社会福祉協議会
                           
平取町外 2 町衛生施設組合
                           

平取消防署         

　
第
７
４
３
号
　
令
和
７
年
４
月
25
日
　
発
行

４４
月
号
月
号

び
ら
と
り

び
ら
と
り

広
報
広
報

子
ど
も
ら
と
共
に
ゆ
ら
め
け
春
の
水　
　
　
　

朝
田　

雪
萌

今
の
児
は
色
と
り
ど
り
の
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　

遠
藤　

紫
光

「
べ
ら
ぼ
う
」
の
見
返
り
柳
ゆ
ら
ゆ
ら
り　
　

  
加
藤
え
い
子

四
月
ば
か
騙
さ
れ
な
が
ら
笑
お
か
な　
　
　
　

川
上
八
重
子

バ
タ
バ
タ
と
傘
を
打
ち
た
る
春
の
雪　
　
　
　

熊
谷　

厚
子

弥
生
好
き
文
字
も
響
き
も
う
ら
う
ら
も　
　
　

千
葉　

俊
子

雨
や
み
て
春
水
と
な
る
シ
シ
リ
ム
カ　
　
　
　

長
野　

新
一

パ
ー
マ
屋
さ
ん
子
猫
は
ジ
ャ
ン
プ
客
の
膝　
　

中
村　

節
子

寝
転
ん
だ
仔
馬
の
腹
も
つ
や
や
か
に　
　
　
　

西　
　

希

白
鳥
に
再
会
告
げ
て
南
下
す
る　
　
　
　
　
　

野
口
勢
津
子

ハ
イ
ハ
イ
の
速
さ
に
湧
く
や
風
光
る　
　
　
　

古
久
保
李
莉

暖
か
し
通
り
道
に
も
小
花
咲
き　
　
　
　
　
　

道
政
サ
ツ
子

何
も
か
も
輝
き
合
い
て
入
学
児　
　
　
　
　
　

渡
辺　

正
子

楢の実俳句会楢の実俳句会

 令和７年３月寄附件数・寄附金額

　　　　  581 件   13 ,070 ,500 円

 令和６年度累計

　　（４月１日〜３月31 日まで）

　　　12,810 件  288 ,460 ,400 円

ふるさと納税寄附ふるさと納税寄附

戸籍の窓口戸籍の窓口

（前月比）

人　口 4,377 人 （△ 50 人）

男 2,149 人 （△ 29 人）

女 2,228 人 （△ 21 人）

世帯数 2,356 世帯  （△ 19世帯）

※令和７年 3月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数


